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はじめまして。坂梨孝一（さかなしこういち）

と申します。市政に参画することにより「豊かな暮

らしにつながる地域づくり」を目指しています。

流山市に居して約40年、その間に両親の介護を

15年間しました。母は、私がサラリーマンで日中不

在がちな時も、ご近所の方々と親しくさせて頂いて

おりましたが、認知症を患い、道に迷ったり、側溝

に落ちてけがをしたり。その度にご近所の方々に自

宅まで送って頂いたり、救急車を呼んでもらったり、

たくさん助けて頂きました。また娘が向小金小学校、

東部中学校と進級するにつれ、子どもを介して友人

家族も増えていきました。こうした「ご近所付き合

い」が我々家族の宝物になっています。

現在私は会社経営をしながら、自治会活動やボ

ランティア活動を行っています。新型コロナウイル

ス感染症対策として介護施設にゴミ袋で作った簡易

エプロンを贈るチームを運営したり、同好会に入っ

て落語をお披露目したりしています。これらにより

「ご近所付き合い」が点から線へ、さらには面へと

広がっています。

坂梨孝一の描く地域社会観（コンセプト）

明るく楽しい豊かな暮らしは、安心・安全が確保され、
町内が活性化した地域環境の上に成り立つ

視点１： 安心・安全な地域をどう構築するか
視点２： 町内の活性化をどのように推進するか

私、坂梨孝一は、この二つの視点で地域課題に向き合い、
解決策の具体化とその実現に向け貢献していきます。

日本では少子高齢化が進み、昨今は自然災害も多

発しています。そこに新型コロナウイルス感染症が拡

大。これにより社会や個人の生活が大きなダメージを

受け、不安が広がり、生活が委縮しています。特に独

居や高齢者世帯、お子さんをお持ちの家庭に大きな影

響が出ています。行政が対策しているとはいえ、必要

な行政サービスが必要なところにタイムリーに行き

渡っていない場合もあります。

こうした中では、我々住民自身が自助・共助を意

識することが重要だと思います。現在ほど「自らの生

活は自ら守る」「共に助け合う」ことを強く意識し行

動することが必要になっている時はありません。安心

と安全が十分に確保され、さらに住んでいる町内（地

域）が活性化していればこそ、明るく楽しい豊かな生

活が成り立つと思うのです。

私、坂梨孝一は、地域課題を解決すると同時に、

地域住民の皆さんが「ご近所付き合い」の幅を広げ、

安心で安全に、生活をより楽しく過ごすことができる

よう、幅広く貢献します。そのため市政への参画を目

指します。
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さかなし こういち
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1952年3月28日 福岡県大牟田市生まれ、
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九州工業大学卒業後はサラリーマンに。
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する株式会社プロビデント*を創業。
15年間の両親の介護時にご近所のありがた
みを痛感。仲間とともに地域貢献のための
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「つつじ」は流山市の花です。

（＊）流山商工会議所会員



《LINEでの後援会入会手続き方法のご案内》

さかなし孝一後援会への入会は、直接電話連絡を頂くほ
かに、LINEでの手続きも可能です。是非お試しください。

①右のQRコード（坂梨個人）を読み取ります。
②坂梨と一旦友だちになります。
③坂梨からLINEでメッセージを差し上げます。
④グループ「さかなし孝一後援会」にこちら
から「招待」しますので、参加します。

LINE登録のメリット
後援会からの各種案内やメッセージををタイムリー
に受け取れます。また、後援会メンバーと直接メッ
セージのやり取りができます。

地域のボランティア活動に大勢の方々と共に取り組んでいます！

① 向小金小学校避難所運営委員会 ② NPO法人コミュニティ活性化応援団

「さかなし孝一後援会」（政治団体届出済）

■後援会長 茂木功司（流山市東自治会会長、東部24連協会長）
■後援会事務所 270-0143 千葉県流山市向小金3-141-64

☎04-7138-5557
■連絡先 茂木 ☎ 090-5218-9779

坂梨 ☎ 090-7255-2189

私、坂梨孝一は、

発災時の避難所の一つとして向小金小学校が指定されて

います。避難者の安心・安全な避難所生活を確保するた

めに、行政と当該小学校区の７自治会が運営委員会活動

に取り組み、マニュアル整備と訓練実施を推進していま

す。この運営委員会に事務局メンバーとして参加してい

ます。

高齢者の健康寿命促進や現役世代の地域参加を促す活

動など、地域コミュニティの活性化に役立つさまざま

な活動をしています。例えば、当NPOの提供する公民

館や自治会館を利用したオンライン体操では延べ200名

以上の方々が参加しています。

新型コロナウィルス感染症が蔓延

し始めた令和2年春、個人防護具で

あるエプロン・ガウンが品薄にな

り、流山市内の介護事業所から悲

鳴が伝わりました。そこで市内の

方々に声をかけ40名の有志による

エプロン応援団を結成、ゴミ袋を

裁断してできるエプロン制作を始

めました。約2万枚を提供していま

す。

③ エプロン応援団

⑤ 交通安全協会指導員

④ 流山落語同好会

千葉県交通安全協会からの委嘱を受け、

交通安全指導員として、交通量の多い

交差点などで小中学生の朝夕の通学や

イベント時の交通安全確保に努めてい

ます。

交通安全週間や自転車安全キャンペー

ンなどでのチラシ配りなどの活動もし

ています。

素人噺家「徳利亭酒楽」として落語を演じています。

同好会の皆さんにも助けられて稽古に励み、持ちネタ

も増えています。

お陰様で介護事業所

や老人会に呼んで頂

き数多くの高座に挑

戦しております。

お気軽にお声掛けく

ださい。

「さかなし孝一後援会」にご参加頂き市政参加を応援して頂ければ幸いです。
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